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１．はじめに 

港湾分野ではICT浚渫工に続く、さらなるICTの活

用に向けた次期適用工種の選定のため、既存ICTの収

集・整理の結果から港湾に適用可能なICTを選定し、

調査・設計・施工・維持管理の一連の過程での導入

効果を検討している。さらに、業務の効率化に直結

する取り組みとして、工事書類の簡素化についても

検討している。 

２．ICT導入拡大に向けた検討 

ICT導入拡大に向けて現場ニーズを把握するため

関連の業界団体等にアンケート調査を行い、結果を

踏まえ作業区分の整理を行った。作業区分の選定

は、港湾工事工種体系ツリーのレベル4のうち、①

出来形管理基準がある工種、②実施頻度の高い工種

を選び、③既存のICT活用工事で対応可能な工種を

除き、最後に④類似作業毎に整理した。(表-1参照) 

表-1 選定した作業区分と主な該当工種体系 

 

これらに基づき、想定される効果と課題について

とりまとめ、次期適用工種の提案を行った。 

３．工事書類の簡素化に関する検討 

工事書類の削減や電子化等は地道ではあるが、必

要情報を精査することで業務の効率化に直結する取

り組みである。工事書類の簡素化の検討にあたり、

受発注者へのヒアリングを行うなど、現場の状況及

びニーズの把握・分析を行った。写真-1は、浚渫工

事における各整備局の書類ボリュームの比較であ

る。書類ボリュームが多くなる理由の1つとして、

受発注者間で協議される事前協議チェックシートに

おいて、紙書類の提出を求める整備局が多いことが

影響している。そのため、事前協議チェックシート

について、紙提出を義務化することのないようにす

るなど、発注者側の意識を変えることで書類ボリュ

ームは大幅に削減できると考えられる。併せて、主

に港湾・空港分野で利用率の高い工事帳票のやりと

りをするシステム等を有効活用し、電子化を進める

ことでさらに効率化が図られると考えられる。 

 

写真-1 書類ボリュームの比較 

４．おわりに 

今後、港湾分野における生産性をさらに向上させ

るため、引き続きICT導入拡大に向けた検討や工事書

類の簡素化に関する検討を進める予定である。 
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